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諸
法
会
・
修
法
・
濯
頂
な
ど
に
あ
た
り
、
勧
請
の
本
尊
聖
衆
の
宝
前
に
お
い
て
導
師
又
は
表
白
師
に
よ
っ
て
宣
読
さ
れ
た
表
白
文
は
、
平

安
時
代
の
中
・
後
期
に
は
、
主
と
し
て
儒
者
達
の
手
に
よ
っ
て
作
成
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
学
の
研
究
に
よ
っ

（1）

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
も
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
一
般
の
僧
侶
達
も
、
自
ら
の
手
で
表
白
を
作
成
し
始
め
、
以
降
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
僧

侶
自
身
の
手
に
な
る
表
白
が
多
く
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
表
白
の
歴
史
は
、
作
者
層
が
変
動
し
、
そ
こ
に
一
般
僧
侶
が
加
わ

る
と
い
う
点
で
、
前
代
と
は
異
な
る
院
政
期
ご
ろ
に
一
つ
の
ふ
し
め
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
そ
の
際
に
、
表
白
文
体
史
の
上
か
ら
は
、
僧
侶
達
は
、
前
代
の
文
章
道
の
専
門
家
達
が
、
人
の
依
嘱
を
受
け
、
肝
胆
を
砕
い
て
書

い
た
表
白
の
文
体
を
い
か
に
継
承
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
間
題
を
解
明
し
て
ゆ

く
た
め
の
一
階
梯
と
し
て
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
（
重
文
第
二
部
七
五
号
）
所
収
の
表
白
を
取
上
げ
て
、
そ
の
文
体
的
特
徴
を
と
ら
え
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

（2）

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
は
、
鎌
倉
時
代
の
写
本
な
が
ら
、
そ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
表
白
は
、
築
島
裕
博
士
の
所
説
に
依
れ
ば
、
そ
の
多
く

が
大
治
五
年
（
二
三
〇
）
か
ら
久
安
三
年
（
二
四
七
）
ま
で
の
約
十
五
年
間
と
い
う
、
ま
さ
に
表
白
作
者
層
の
変
勤
し
は
じ
め
る
時
期
に
、

真
言
宗
、
殊
に
東
寺
・
勧
修
寺
関
係
の
僧
侶
達
の
手
に
よ
っ
て
作
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
真
言
宗
教
団
に
お
け
る
こ
の
間
題
を
考
察
し

て
ゆ
く
の
に
恰
好
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（3）

以
下
、
築
島
博
士
に
よ
る
「
翻
字
本
文
」
と
、
そ
こ
に
併
載
さ
れ
た
写
真
を
も
と
に
、
明
確
に
「
表
白
」
の
標
題
を
有
す
る
も
の
計
四
八

篇
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。



「
文
体
分
析
の
方
法

完
結
し
た
統
一
あ
る
書
き
こ
と
ば
表
現
と
し
て
の
文
章
は
、
そ
の
表
出
の
目
的
（
内
容
）
、
時
代
的
制
約
に
よ
る
記
載
形
式
・
語
彙
・
語
法
、

お
よ
び
、
書
き
手
の
資
性
・
個
性
に
基
づ
く
そ
れ
ら
に
関
す
る
美
的
理
想
な
ど
か
ら
、
多
様
な
形
態
を
示
し
、
読
み
手
に
違
っ
た
印
象
を
与

（4）

え
る
が
、
今
、
こ
こ
に
言
う
文
体
と
は
、
こ
の
違
い
を
類
型
的
に
、
あ
る
い
は
個
別
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
文
体
は
、
言
語
表
現
の
面
か
ら
は
、
用
字
・
用
語
・
文
型
・
修
辞
な
ど
、
そ
れ
を
形
成
す
る
諸
要
素
の
分

析
を
通
し
て
、
そ
の
特
色
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
研
究
対
象
で
あ
る
文
献
群
に
は
、
そ
れ
が
訓
読
せ
ら
れ
た
痕
跡
を
示
す
鎌

倉
時
代
の
わ
ず
か
の
片
仮
名
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
、
漢
字
専
用
の
文
章
で
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
全
文
の
漢
文
訓
読
文
を
復
元
す
る

こ
と
が
不
可
能
に
近
い
本
文
献
の
場
合
、
そ
の
文
体
研
究
の
端
緒
は
、
自
ら
漢
字
の
使
用
状
況
に
関
す
る
検
討
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
文
献
の
文
体
に
つ
い
て
は
、
既
に
築
島
博
士
に
よ
っ
て
、
「
表
白
の
文
体
は
、
本
書
に
於
て
は
、
す
べ
て
漠
文
体
で
表
記
さ

れ
て
ゐ
る
。
そ
の
漢
文
体
は
、
主
と
し
て
対
句
の
連
続
に
よ
る
四
六
餅
償
体
で
あ
っ
て
、
美
辞
麗
句
を
連
ね
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
が
説
か

（5）

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
さ
し
あ
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

I
、
表
白
一
第
中
に
占
め
る
対
句
表
現
の
割
合
は
ど
の
程
度
で
あ
る
か
。

H
、
そ
の
対
句
を
構
成
す
る
部
分
（
対
句
部
分
）
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
対
句
が
、
ど
の
程
度
の
分
量
で
配
合
さ
れ
て
い
る
か
（
句
格
法
）
、

又
、
何
ら
か
の
韻
律
的
関
係
（
平
灰
法
）
　
は
認
め
ら
れ
な
い
か
。

興
対
句
を
構
成
し
な
い
部
分
（
非
対
句
部
分
）
に
は
ど
の
よ
う
な
言
語
的
特
徴
が
詠
め
ら
れ
る
か
。

つ
ま
り
、
表
白
一
篇
を
ひ
と
ま
ず
対
句
部
分
と
非
対
句
部
分
に
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
文
体
的
特
徴
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
行
き

方
に
な
る
か
と
思
う
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
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さ
て
、
そ
の
際
に
対
句
の
種
類
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し
、
分
類
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
る
と
思
う
が
、
今
回
は
、
概
ね
東
寺

観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
（
現
在
は
天
理
図
書
館
所
蔵
）
の
中
の
「
筆
大
鉢
」
の
基
準
に
従
っ
て
、
分
類
を
試
み
た
。

平
安
朝
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
い
か
に
作
文
会
が
流
行
し
、
ま
た
、
い
か
に
厳
文
・
表
白
・
諷
諦
文
が
争
い
作
ら
れ
た
か
は
、
中
右
記
・

後
二
条
師
通
記
・
扶
桑
略
記
等
の
諸
の
古
記
録
の
記
事
に
よ
っ
て
如
ら
れ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
に
、
作
詩
作
文
の
た
め
の
幼
学

便
覧
式
の
入
門
手
引
書
と
い
う
も
の
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
前
人
の
伝
統
を
う
け
、
こ
れ
を
改
訂
増
補
し
て
編
し
た
も
の
が
、
藤
原
宗
忠

（6）

の
『
作
文
大
鉢
』
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
『
作
文
大
鉢
』
は
、
成
立
後
間
も
な
い
頃
か
ら
多
数
の
異
本
を
生
じ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
そ

れ
ほ
ど
こ
の
書
の
利
用
度
が
高
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
も
い
る
が
、
今
、
そ
の
中
で
観
智
院
本
に
分
類
基
準
を
求
め
た
理
由
と
し
て
は
、

（7）

第
一
に
、
こ
れ
が
『
作
文
大
鉢
』
の
諸
伝
本
の
「
源
流
」
に
位
置
す
る
本
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
実
際
の
表
白
文
を
例

に
、
そ
れ
を
構
成
要
素
に
分
解
し
た
上
で
要
素
の
名
称
な
ど
を
付
記
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
鎌
倉
後
期
こ
ろ
と
み
ら
れ
る
訓
点
が
真
言

（8）

宗
の
僧
に
よ
る
加
点
と
す
る
余
地
が
あ
り
、
東
寺
ゆ
か
り
の
典
籍
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
か
と
思
う
。

二
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体

I
、
表
白
一
篇
当
り
の
言
語
量
及
び
対
句
部
分
と
非
対
句
部
分
の
比
率

表
l
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
表
白
一
篇
当
り
の
本
文
の
文
字
数
は
、
平
均
約
一
八
七
字
、
一
行
当
り
二
二
・
五
字
と
し
て
約
八
行
程
の
短
い

（
藁
羅
）

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
に
は
、
（
1
）
東
寺
御
影
供
表
白
－
四
三
九
字
、
（
4
4
）
道
修
結
線
願
蔓
タ
ラ
供
表
口
1
四
三
三
字
の
如
き

（摩）

四
〇
〇
字
を
超
え
る
長
文
の
も
の
や
、
（
坐
故
卿
殿
御
堂
尊
勝
供
関
白
表
白
－
七
六
字
、
（
6
2
）
左
府
巳
講
維
「
会
精
義
表
白
－
四
三
字
、
（
6
3
）

（
摩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
間
者
講
款
」
　
　
　
　
　
　
（
竪
）

維
「
会
表
白
－
四
九
字
、
（
6
4
）
御
斎
会
論
義
表
白
－
七
八
字
、
（
6
5
）
左
「
　
「
誰
」
法
成
寺
竪
義
表
白
－
六
四
字
の
如
き
一
〇
〇
字
に
も
満

－
　
（
消
）

た
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
、
殆
ど
、
一
〇
〇
～
二
五
〇
字
程
度
の
も
の
で
、
三
〇
〇
字
を
超
え
る
も
の
は
、
先
の
二
篇
を
除
け
ば
、
他

に
例
は
な
い
。
そ
の
う
ち
、
対
句
を
な
さ
な
い
非
対
句
部
分
は
、
一
第
当
り
平
均
約
三
六
字
、
一
・
六
行
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
一
九
二
一



平（
こ

合

均48
）

計

1781
2898

④
表

白

3※
は

‾
篇

の
字
数

163

2271

⑤

非
対

句

※
立
口

61 分

の
字
数

291

⑤
／

④

×
1 00
㈲

※
括
弧
内
の
数
字
は
、
行
数
に
換
算
し
た
も
の
。

パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
残
り
の
八
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
は
何
ら
か
の
対
句
に
よ
っ
て
文
章
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

こ
の
数
値
か
ら
も
、
築
島
博
士
の
説
か
れ
る
「
主
と
し
て
対
句
の
連
続
に
よ
る
」
文
体
で
あ
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
か
と
思
う
。
こ
れ
に
つ

法

い
て
も
、
中
に
は
（
4
3
）
故
僧
都
「
□
」
身
御
忌
日
理
趣
三
昧
導
師
愛
染
王
供
養
表
白
－
五
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
（
7
8
）
御
明
導
師
作
法
表
白

（消）

－
四
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
（
7
9
）
平
産
経
供
養
作
法
表
白
－
四
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
（
8
2
）
表
白
－
五
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
如
き
非
対
句

（摩）

部
分
が
四
割
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
（
4
8
）
故
卿
殿
御
堂
尊
勝
供
関
白
表
白
、
（
6
2
）
左
府
巳
講
維
「
会
精
義
表
白
の
如
き
全
文
対
句
に

1

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
表
白
毎
に
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
例
外
的
な
も
の
を
除
け
ば
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

Ⅱ
、
対
句
部
分
の
文
体
的
特
徴

0
句
格
法

観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
　
の
「
筆
大
鉢
」
は
散
文
に
用
い
ら
れ
る
対
句
を
次
の
よ
う
に
九
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
例
句
を
掲
げ
て
説

明
し
て
い
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
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3 51 01 9 8 7 6 5 4 2 1

表
白
番
号

1 1
壮

句

単

句

対

1 2 3 2 1 1 2 1 1 1 1 2
緊
句

3 2 3 2 1 3 1 3 5

（1
）

2

（1
）

3 2 1 4 4 2 3 4

（
1
）

1 2 2 2 2 4 3 2 2 4

（
1
）

3

（
1
）

長

句

（
1
）

1 1 1 2 1 1

（
1
）

1 1 1 2 1
（
1
）

1 3 軽
隔
句

隔

句

対

1 1 1

（
1
）

（1
）

1 1 1 1 重

隔
句

1

（1
）

1 疎
隔

句

1 1

（
1
）

1 2

（
1
）

2 1 5 1

〈1
）

1 2

（1
）

2 4 3

（
1
）

3 1

（
1
）

3

（
1
）

2

（
1
）

2 1

（
1
）

2

（
1
）

2

（
1
）

1

（
1
）

4

（
1
）

密

隔
句

1 1 2 2 1 3 1 1

（
1
）

1

（
1
）

（
1
）

1 1 1 平
隔

句

（
1
）

2 4 1

（
1
）

1

（
1
）

1 2

（
1
）

2 1 2 1 1 1

（1
）

1 1 1 1 1 1

〈
2
）

雑

隔

句

1 1

（1
）

1 1 1 1

（
2
）

1 2 1 2 そ

の
他

1

そ

の
他

の
対
句



％
合
計
％
小
計
20
0
97 87 77 67 57 47 37 27 17 07 86 76 66 56 46 36 26 16

表
白
番
号

344 541

41 2
壮
句

単

句

対

391 82 1 1 1 2 2 1 1 1
緊

句

397

懸

11
）

2 2 2 1 3

（
1
）

4 5 3 3 4

（
1
）

2

（
1
）

3

（
1
）

2 1

（
1
）

（
1
）

1 2 長
句

455 181

331
24

（
4
）

1 1 1 1 1

（1
）

1 1 軽

隔
句

隔

句

対

44

8

（
2
）

1 重

隔
句

11
2

（
1
）

疎
隔
句

1nxu
3

69

（
25
）

2

（
1
）

1 3 1

（
2
）

1

（
2
）

（
1
）

（
1
）

2

（
1
）

（
2
）

1 3 2 1

（
1
）

2 1 2

（
1
）

密

隔
句

441
26

（
3
）

2 1 1 1 1 1 2
，
1 平

隔
句

402

37
（
13
）

1

（
2
）

1

（
1
）

2

（
1
）

3 1 1

（
1
）

1 1

（
1
）

1 雑

隔
句

30
0

15

（
4
）

1 1 1

（1
）

そ

の
他

30 1 1

そ

の
他

の
対

句

（
注
）
括
弧
内
の
数
字
は
、
字
句
の
不
備
あ
る
も
対
句
と
認
定
で
き
る
も
の
。
（
全
六
三
例
）

尚
、
内
一
六
例
は
、
『
醍
醐
寺
蔵
本
表
白
集
』
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
「
研
究
紀
要
」
第
六
号
二
九
八
四
所
収
、
築
島
裕
博
士
に
よ
る
翻
刻
）
所
収
の
表
白
に
同
一
本
文
が

見
出
さ
れ
、
字
句
の
不
備
を
補
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体

三
五
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六

ま
ず
、
二
つ
の
句
の
対
か
ら
成
る
も
の
（
今
、
単
句
対
と
呼
ぶ
）
を
三
種
類
に
分
け
、
三
字
句
の
対
を
「
壮
句
」
、
四
字
句
の
対
を
「
緊
句
」
、

五
字
以
上
十
余
字
か
ら
成
る
句
の
対
を
「
長
句
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
一
句
と
第
三
句
、
第
二
句
と
第
四
句
と
い
う
よ
う
に
、
句
を
隔
て

て
対
句
を
構
成
す
る
も
の
を
隔
句
と
称
し
て
、
六
種
類
に
分
類
し
、
そ
の
中
で
さ
ら
に
三
段
階
の
ラ
ン
ク
を
設
け
る
。

「
軽
隔
句
」
　
（
上
旬
四
字
下
旬
六
字
の
句
を
二
回
繰
り
返
し
、
上
下
句
が
そ
れ
ぞ
れ
対
偶
を
な
す
も
の
）
と
「
重
隔
句
」
　
（
上
旬
六
字
下
旬
四

字
の
句
を
二
回
繰
り
返
し
、
上
下
句
が
そ
れ
ぞ
れ
対
偶
を
な
す
も
の
）
　
が
、
最
も
す
ぐ
れ
、
「
疎
隔
句
」
　
（
上
旬
は
三
字
、
下
旬
は
特
定
の
字

数
と
し
な
い
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
）
と
「
密
隔
句
」
　
（
上
旬
は
五
字
以
上
、
下
旬
は
六
字
以
上
の
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
、
ま
た
は
上
旬
は

特
定
の
字
数
と
せ
ず
、
下
旬
は
三
字
と
す
る
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
）
　
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
「
平
隔
句
」
　
（
上
下
句
と
も
四
字
の
二
句
、
ま
た
は

上
下
句
と
も
五
字
の
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
）
　
と
「
雑
隔
句
」
　
（
上
旬
は
四
字
、
下
旬
は
五
・
七
・
八
字
の
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
、
ま
た
は

下
旬
は
四
字
、
上
旬
は
六
・
五
・
七
・
八
字
の
二
句
を
繰
り
返
す
も
の
）
　
が
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
例
え
ば
、

〇
三
ボ
弥
興
隆
、
四
海
悉
安
穏
（
2
東
寺
御
影
供
遵
師
表
白
、
5
1
行
）

な
ど
は
、
五
字
句
二
つ
か
ら
成
る
の
で
、
単
句
対
の
長
句
に
分
類
さ
れ
、

〇
九
山
峨
＼
　
比
恩
徳
者
類
蟻
壇
、
八
海
浸
し
、
誓
慈
訓
者
如
牛
洋
（
1
東
寺
御
影
供
表
白
、
1
9
行
）

は
、
第
一
句
と
第
三
句
が
四
字
、
第
二
句
と
第
四
句
が
七
字
の
四
句
か
ら
成
る
の
で
、
隔
句
対
の
雑
隔
句
に
分
類
さ
れ
る
か
と
思
う
。

（9）

今
、
こ
の
よ
う
に
、
本
文
献
の
表
白
に
用
い
ら
れ
た
対
句
表
現
を
分
類
し
、
集
計
す
る
と
、
表
2
の
如
く
な
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
四
八
第
の
表
白
に
は
合
計
三
二
七
の
対
句
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
単
句
対
が
一
四
五

（
四
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
隔
句
対
が
一
八
一
（
五
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
　
数
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
他
、

（羞）

。
禁
閲
恭
平
、
玉
遜
葦
射
山
静
讐
7
東
寺
漂
大
阿
閣
梨
三
拝
戒
表
白
、
望
搾
）

の
如
き
、
所
謂
、
三
句
対
と
見
る
べ
き
も
の
が
一
例
存
す
る
。

単
句
対
の
う
ち
、
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
長
句
、
す
な
わ
ち
五
字
以
上
の
句
で
あ
り
、
約
八
割
を
占
め
る
。
こ
の



長
句
は
、
表
3
に
よ
れ
ば
、
七
字
の
も
の
が
最
も
多
く
、
次
い
で
六
字
・
五
字
・
八
字
と
続
き
、
中
に
は
一
五
字
と
い
っ
た
長
い
句
が
対
を

な
す
も
の
も
見
出
さ
れ
る
。

（
表
3
）

割
合
（％

）

合
計

031 51
五
字

162 03
六
字

223 73
七

字

’
311 31

八
字

16 7
九

字

71 2
‾○
字

34 5
＝
字

53 4
三
字

0 0 三
字

90 1
苗
字

90 1

．

這
字

001 511 計

次
に
隔
句
対
に
目
を
転
ず
る
と
、
密
隔
句
や
雑
隔
句
の
割
合
が
高
く
、
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
で
は
「
軽
重
ヲ
為
㍗
勝
ナ
リ
ト
」
と
あ
る

如
く
、
六
種
類
の
隔
句
の
う
ち
、
最
も
ラ
ン
ク
の
高
か
っ
た
軽
・
重
隔
句
は
隔
句
対
全
体
の
一
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、
隔
句
対
に
は
、

○
頓
機
適
熟
、
伝
印
可
於
南
天
之
織
塔
、
利
生
普
被
、
渡
教
祖
於
東
海
之
蒼
波
（
4
金
剛
行
法
表
白
、
6
6
・
6
7
行
）

の
如
き
、
上
旬
四
字
、
下
旬
九
字
と
い
っ
た
、
隔
句
対
六
種
類
の
分
類
基
準
か
ら
は
ず
れ
る
句
構
成
を
と
る
も
の
が
一
五
例
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
表
2
・
3
に
よ
っ
て
四
八
篇
の
表
白
は
、
四
字
・
六
字
に
は
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
は
比
較
的
字
数
の
多
い
、
長
い
句

で
対
句
を
構
成
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
も
、
表
白
に
よ
っ
て
は
、
多
少
は
ず
れ
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、

大
局
的
に
は
個
々
の
表
白
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
を
合
計
し
た
数
値
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
傾
向
は
概
ね
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

㈲
平
灰
法

観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
の
「
筆
大
鉢
」
に
は
、
各
種
対
句
の
説
明
の
中
に
、
「
可
調
平
他
声
」
と
い
う
記
述
が
認
め
ら
れ
、
願
文
・
表
白

の
如
き
散
文
に
も
何
ら
か
の
平
灰
に
関
す
る
規
則
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
観
智
院
本
自
体
に
は
、
そ
の
平
灰
法
が
実

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
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三
八

際
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
作
文
大
鉢
』
の
他
の
伝
本
、
例
え
ば
、
群
書
類

従
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

○
雑
筆
。
壮
句
。
緊
句
。
長
句
。
上
下
句
。
終
不
レ
用
二
同
声
一
也
。
隔
句
。
他
平
々
他
一
句
。
平
他
々
平
一
句
也
。
故
云
二
隔
句
】
也
。

（11）

さ
ら
に
、
後
世
の
唱
導
僧
の
手
に
成
る
と
言
わ
れ
る
『
王
沢
不
浄
紗
』
（
艮
李
、
建
治
二
年
七
月
撰
か
）
に
、

○
隔
句
ハ
平
他
他
平
々
他
ト
置
ク
也
（
静
嘉
堂
文
庫
本
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
）

（12）

と
あ
り
、
『
文
筆
問
答
紗
』
（
印
融
、
文
明
元
年
或
い
は
文
亀
元
年
或
い
は
文
亀
四
年
頃
撰
か
）
に
も
、

○
間
於
二
隔
句
ノ
四
句
∴
平
－
他
々
平
他
千
々
他
ト
調
周
ハ
声
ヲ
軍
法
也
然
。
或
ハ
干
他
平
－
他
ト
調
叛
之
ヲ
他
l
平
他
平
ト
置
㍗
之
ヲ

或
ハ
平
々
他
々
ト
置
レ
之
ヲ
他
－
々
平
】
々
ト
調
レ
之
或
ハ
平
々
々
々
卜
置
レ
之
ヲ
他
々
々
々
ト
モ
調
レ
之
ヲ
其
ノ
義
理
其
ノ
謹
文
如
－
何

答
其
ノ
筆
－
鉢
多
端
ナ
ル
ハ
釈
l
義
元
－
妨
ノ
故
也
其
ノ
澄
文
丁
二
可
レ
挙
レ
之
ヲ
（
中
巻
・
「
平
他
々
平
様
」
の
項
、
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
Ⅲ
単
句
対
に
つ
い
て
は
、
そ
の
第
一
句
の
句
末
字
が
平
声
で
あ
れ
ば
第
二
句
め
の
句
末
字
は
他
声
（
上
・

去
・
入
声
の
い
ず
れ
か
）
に
調
え
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
、
第
一
句
め
が
他
声
で
あ
れ
ば
第
二
句
め
は
平
声
に
調
え
る
、
畑
隔
句
対
に
つ
い

て
は
、
四
句
の
句
末
字
が
、
平
声
－
他
声
－
他
声
－
平
声
の
順
か
、
他
声
－
平
声
－
平
声
－
他
声
の
順
か
の
い
ず
れ
か
に
調
え
る
、
と
い
う

（13）

規
則
の
存
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
実
際
、
観
智
院
本
に
引
用
さ
れ
た
例
句
の
句
末
字
の
右
下
に
小
書
さ
れ
た
声
調
は
、
大
部
分
、

右
の
規
則
に
適
っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
基
本
的
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
前
掲
『
文
筆
問
答
紗
』
の
記
述
の
如
く
、

他
の
平
灰
の
組
合
せ
も
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
観
智
院
本
に
も
、
例
え
ば
、
紀
納
言
長
谷
雄
作
「
仁
和
寺
円
堂
供

養
願
文
」
中
の
、テ
　

　

　

ス

　

　

　

ヲ

○
国
王
有
レ
勅
　
供
二
楽
一
部
－

と
い
う
緊
句
に
つ

ト

ノ

　

　

　

　

　

ス

フ

ル

い
て
「
声
ヲ
不
レ
去
鉢
也
、
但
入
声
ト
与
二
　
上
去
ノ
二
声
一
居
　
レ
別
こ
也
」
と
注
記
し
た
り
、
同
じ
く
長
谷
雄
作
の
「
画

ス

ル

　

　

　

　

　

ヲ

二
　
虚
空
蔵
菩
薩
一
讃
ノ
序
」
中
の
、



シ

○
如
来
ハ
以
二
一
切
種
智
完
　
摂
二
恒
沙
之
世
界
完

菩
薩
ハ
以
二
六
波
羅
密
一
他
化
用
微
塵
ノ
之
国
土
完

ヲ
．

（
表
4
）

計

平

灰
合

ゎ
な

い

計

平

灰
合

ぅ

26

2

08

0
壮

句
単

句

対

21 1 6

．

緊
7

3
※
“
い

3
6
※
′ほ

州句

84 46
長

句

2

7

1 2

※
個

12

313

0
※
は
、

3

軽
隔

句

隔

句

対

7 1

重

隔
句

2 0

疎

隔
句

24 61

密

隔
句

22 3

平

隔
句

82 8

雑

隔
句

481 111 計

※
括
弧
内
の
数
字
は
、
単
句
対
・
隔
句
対
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
平
灰
の
合
う
も
の
と
合
わ
な
い
も
の
と
の
比
率
を
百
分
率
で
示
し
た

も
の
。

と
い
う
密
隔
句
（
但
し
観
智
院
本
は
「
雑
隔
句
」
と
注
す
る
）
に
つ
い
て
「
上
下
不
レ
去
雲
戸
ヲ
鉢
也
」
と
注
す
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

（14）

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
、
ま
ず
『
広
韻
』
に
よ
っ
て
、
先
述
し
た
基
本
的
と
考
え
ら
れ
る
規
則
に
合
う
か
否
か
の
検
討
を
す
る
に
留
め
、

そ
の
詳
細
な
調
査
は
後
日
を
期
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
表
4
を
見
る
限
り
で
は
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
は
、
概
し
て
、
こ
の
平
灰
に
関
す
る
基
本
的
な
規
則
を
守
っ
て
は
い
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
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Ⅲ
、
非
対
句
部
分
の
文
体
的
特
徴

（15）

観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
　
の
「
筆
大
鉢
」
は
、
対
偶
を
な
さ
ず
独
立
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
、
文
章
の
発
端
に
用
い
る
「
発
句
」
、
四

字
以
上
で
、
用
字
の
声
調
も
自
由
な
「
漫
句
」
、
文
末
に
置
い
て
語
気
を
強
調
す
る
助
辞
で
あ
る
「
送
句
」
、
前
後
二
つ
の
文
を
接
続
す
る
機

能
等
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
傍
字
」
の
四
種
類
に
分
類
す
る
。

今
、
右
の
分
類
項
目
に
沿
っ
て
本
文
献
の
中
で
多
く
の
表
白
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
を
記
述
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
発
句
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
夫
以
」
1
五
例
、
「
愛
」
－
四
例
、
「
夫
」
－
三
例
、
「
方
今
」
I
三
例
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
文

章
の
冒
頭
に
こ
れ
ら
発
句
が
必
ず
し
も
用
い
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
い
き
な
り
対
句
表
現
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
漫
句
を
冒
頭
に

（16）

置
く
も
の
も
あ
る
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

次
に
漫
句
で
特
徴
的
な
表
現
の
型
に
、

○
暮
春
三
月
之
今
者
、
大
師
入
定
之
日
也
（
2
東
寺
御
影
供
遵
師
表
白
、
4
1
行
）

の
如
き
、
「
（
体
言
）
者
、
（
体
言
）
也
」
型
が
七
例
、
加
え
て
、
こ
れ
に
準
ず
る
表
現
の
型
と
し
て
、
「
（
体
言
）
、
（
体
言
）
也
」
型
一
〇
例
、

「
（
体
言
）
者
、
（
体
言
）
」
型
二
例
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
漫
句
と
は
認
め
難
い
が
非
対
句
部
分
に
は
、
対
句
の
前
に
置
か
れ
る
「
（
体
言
）

者
」
型
が
四
一
例
、
「
（
体
言
）
」
型
が
二
六
例
拾
わ
れ
、
対
句
部
分
に
後
置
さ
れ
る
送
句
で
は
「
也
」
字
が
二
七
例
と
送
句
全
四
二
例
中
最
も

多
く
、
こ
れ
ら
が
ま
た
「
（
体
言
）
者
、
（
対
句
部
分
）
也
」
型
一
二
例
を
は
じ
め
と
し
て
「
－
者
－
也
」
型
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
表
現
を
形
成

し
、
本
文
献
の
表
白
群
の
非
対
句
部
分
に
お
け
る
一
つ
の
文
体
的
特
徴
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

（17）

こ
の
他
、
文
章
末
尾
に
「
乃
至
法
界
利
益
平
等
」
の
一
句
が
置
か
れ
る
も
の
六
篇
が
認
め
ら
れ
る
。

傍
字
は
、
全
部
で
一
三
九
例
数
え
ら
れ
る
。
と
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
表
白
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
、
接
続
詞
「
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
」

の
漢
字
表
記
と
考
え
ら
れ
る
「
依
之
」
－
二
五
例
、
「
国
正
」
－
三
例
、
「
自
玄
」
・
「
因
之
」
1
各
一
例
の
計
三
〇
例
で
、
次
い
で
接
続
詞
「
ユ



ヱ
l
こ
の
漢
字
表
記
と
考
え
ら
れ
る
「
故
」
字
が
二
五
例
と
多
く
用
い
ら
れ
、
以
下
、
「
方
今
」
－
一
六
例
二
類
例
と
し
て
、
「
今
」
－
一
例
）
、

（
以
）
　
　
　
　
（
愛
）

「
宏
」
－
九
例
（
類
例
と
し
て
、
「
麦
以
」
－
六
例
、
「
麦
次
」
上
例
、
「
変
以
」
土
例
）
、
「
就
中
」
－
七
例
（
類
例
と
し
て
、
「
就
中
者
」

－
一
例
）
、
「
然
則
」
－
七
例
（
類
例
「
雑
然
」
・
「
然
而
」
各
一
例
）
、
「
加
之
」
－
六
例
、
「
実
是
」
－
五
例
（
類
例
「
実
」
1
四
例
、
「
実
夫
」

－
二
例
、
「
誠
夫
」
1
一
例
）
、
「
仰
原
」
・
「
凡
」
各
三
例
（
以
下
省
略
）
と
続
く
。
「
方
今
」
が
発
句
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ

（18）

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
の
傍
字
の
語
例
の
下
に
、
「
如
二
発
句
一
」
と
注
す
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

送
句
で
は
、
先
述
の
如
く
、
本
文
献
の
表
白
中
に
拾
わ
れ
る
全
四
二
例
の
う
ち
、
「
也
」
字
が
二
七
例
と
頻
用
さ
れ
、
他
「
臭
」
－
五
例
、

「
者
也
」
－
二
例
、
「
乎
」
－
二
例
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
、
前
代
（
平
安
中
・
後
期
）
　
の
表
白
と
の
比
較

二
で
は
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
対
句
部
分
・
非
対
句
部
分
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
文
体
的
特
徴
と
思
わ
れ
る
も
の
を

観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
の
基
準
に
拠
り
な
が
ら
、
一
応
、
記
述
し
て
み
た
。
調
査
の
不
徹
底
も
あ
っ
て
素
描
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、

今
後
さ
ら
に
分
析
を
深
め
て
所
論
の
補
正
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
わ
ず
か
な
が
ら
知
り
得
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
成
立
以
前
、
つ
ま
り
平
安
時
代
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
儒
者
が
代
作
し
た
表
白
を
中
心
に
、
二
の

検
討
結
果
と
の
比
較
を
試
み
、
は
じ
め
に
述
べ
た
表
白
文
体
史
上
の
問
題
を
解
明
し
て
ゆ
く
上
で
の
見
通
し
を
得
た
い
。
資
料
の
選
択
に
当

（19）

っ
て
は
、
築
島
博
士
の
示
さ
れ
た
表
白
一
覧
に
基
づ
い
て
、
年
紀
を
有
し
、
か
つ
作
者
の
明
確
で
あ
る
も
の
を
選
ん
だ
。
今
回
使
用
し
た
資

料
は
次
の
八
篇
で
あ
る
。

川
前
中
書
王
村
上
天
皇
供
養
御
筆
法
華
経
間
者
表
白
　
兼
明
親
王
　
天
暦
九
年
（
九
五
五
）
正
月
四
日

（
本
朝
文
粋
巻
第
十
三
、
扶
桑
略

記
第
廿
五
、
朝
野
群
載
巻
第
二
）

畑
竪
義
表
白
　
二
諦
義
添
菩
薩
義
　
藤
原
明
衡
　
治
暦
三
年
（
一
〇
六
七
）
十
一
月
一
日
　
（
朝
野
群
載
巻
第
二
）

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体

四
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

畑
円
宗
寺
最
勝
法
華
会
表
白
　
藤
原
実
政
　
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
十
月
廿
五
日
　
（
本
朝
文
集
巻
第
五
十
）

㈲
法
勝
寺
大
乗
会
表
白
　
大
江
匡
房
　
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
十
月
三
日
　
（
本
朝
文
集
巻
第
五
十
三
）

㈲
法
成
寺
竪
義
間
者
表
白
（
阿
闇
梨
慶
増
）
　
大
江
佐
国
　
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
十
二
月
一
日
　
（
扶
桑
略
記
第
三
十
）

㈲
尊
勝
寺
濯
頂
表
白
　
江
大
府
卿
（
大
江
匡
房
）
　
長
治
元
年
（
二
〇
四
）
　
三
月
廿
四
日
　
（
本
朝
続
文
粋
巻
第
十
二
）

の
春
日
御
堂
唯
識
会
表
白
　
藤
原
敦
光
　
永
久
六
年
（
二
一
八
）
　
三
月
十
五
日
　
（
本
朝
文
集
巻
第
五
十
八
）

㈱
唯
識
会
表
白
　
敦
光
朝
臣
　
保
安
二
年
（
二
二
一
）
　
三
日
　
目
　
（
本
朝
続
文
粋
巻
第
十
二
）

I
、
表
白
一
篇
当
り
の
言
語
量
及
び
対
句
部
分
と
非
対
句
部
分
の
比
率

表
5
に
よ
れ
ば
、
表
白
一
篇
当
り
の
文
字
数
は
、
一
一
五
字
二
五
五
字
と
い
っ
た
比
較
的
短
い
も
の
と
、
九
一
二
字
と
い
っ
た
『
高
山

寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
に
は
見
ら
れ
な
い
長
文
の
も
の
が
あ
る
。
非
対
句
部
分
の
割
合
は
、
高
山
寺
本
の
そ
れ
に
比
し
て
や
や
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
が
、
や
は
り
対
句
表
現
を
基
調
と
す
る
点
は
両
者
に
共
通
し
た
性
格
の
よ
う
で
あ
り
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白

は
、
こ
の
点
で
は
前
代
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

Ⅱ
、
対
句
部
分
の
文
体
的
特
徴

用
句
格
法

二
、
H
吊
の
表
2
に
倣
っ
て
八
篇
の
表
白
の
対
句
を
分
類
し
、
集
計
す
る
と
表
6
の
如
く
な
る
。

全
体
的
に
見
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
単
句
対
と
隔
句
対
の
比
率
の
違
い
で
あ
る
。
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
に
お
い
て

は
隔
句
対
の
割
合
が
単
句
対
の
そ
れ
を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
単
句
対
が
、
平
均
的
に
見
て
一
篇
の
表
白
の
対
句
表

現
の
約
七
割
を
占
め
、
こ
れ
を
基
調
と
し
て
対
句
部
分
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
単
句
対
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、



平

均
8 7 6 5 4 3 2 1

1934 833 219 164 671 466 296 551 511

④
表

白

一
篇

の
字

数

8431 05 763 301 06 071 272 34 31

⑤
非

対
句

部

分

の
字

数

703 841 204 322 143 652 393 772 311

⑤

／
④

×
100
㈲

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体

四
三
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四
四

％
合

計
％

小

計
8 7 6 5 4 3 2 1

資
料
番
号

917 321

14 5 4 1
壮
句

単

句

対

084 95 7 71 7 21 01 4 2
緊
句

084 95 5 71 7 7 01 8 3 2
長
句

182 004

761 8 1 2 1 1 1 2

軽

隔
句

隔

句

対

401 5 2 2 1

重

隔
句

疎

隔

句

922

1 1

（
1
）

3 2 2

（
1
）

2 2 密

隔
句

881 9 4 1 3 1

平
隔
句

172

31 1 2 1 4

（1
）

4 1 雑

隔
句

74 2 1 1

そ

の
他



四
字
句
よ
り
成
る
緊
句
が
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
る
と
い
う
事
実
で
、
こ
の
点
も
長
句
中
心
で
あ
っ
た
　
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表

白
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
隔
句
対
に
つ
い
て
言
え
ば
、
密
隔
句
・
雑
隔
句
の
割
合
が
高
い
点
は
、
二
で
の
検
討
結
果
と
共
通
す
る
傾
向
で
あ

る
が
、
軽
・
重
隔
句
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
以
上
の
こ
と
と
、
表
7
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
長
句
の
中
で
六
字
句
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
八
篇
の
表
白
の
方
が
、
よ
り
四
字
・
六
字
の
対
に
拠
ろ

う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
。

（
表
7
）

合割
合冊
）
計

631 8 五字

933 叩
六
字

223 91 七
字

631 8
八
字

43 2
九
字

0 0 ‾○字

71 1 ＝字

0 0 三字

0 0 三字

71 1 ‾四字

0 0 言字

1001 95 計

㈲
平
灰
法

表
4
の
要
領
で
、
こ
れ
ら
八
篇
の
表
白
に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
が
表
8
で
あ
る
。

単
句
対
に
お
い
て
は
、
八
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
隔
句
対
に
お
い
て
も
、
六
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
表
4
の
デ
ー
タ
に
比
べ
て
、
は
る
か

に
先
述
の
規
則
に
従
う
例
の
多
い
こ
と
に
一
見
し
て
気
づ
く
の
で
あ
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
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代
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研
　
究

計

平
灰
合
ゎ
な
い

計

平
灰
合
ぅ

71

0

501

5
壮
句 単

句

対

5 45
緊

931 1t86
．

句

21 64
長
句

871

73

2

282

26

6
軽
隔
句

隔

句

対

1 4
重
隔
句

疎
隔
句

3 7
密
隔
句

7 2
平
隔
句

4 9
雑
隔
句

43 331 計

Ⅲ
、
非
対
句
部
分
の
文
体
的
特
徴

二
、
m
の
検
討
結
果
と
の
比
較
に
お
い
て
今
回
判
明
し
た
点
に
つ
い
て
、
以
下
、
記
述
す
る
。

ま
ず
、
発
句
に
つ
い
て
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
に
比
較
的
用
例
の
多
い
「
夫
以
」
は
、
佃
㈲
㈱
に
認
め
ら
れ
、
前
代
の
形
式
を
受
け
継

（20）

で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
畑
㈲
の
「
原
夫
」
は
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
の
表
白
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

浸
句
に
つ
い
て
は
、

（
イ
曜
）

〇
位
以
二
紺
紙
金
字
↓
奉
レ
写
二
五
部
大
乗
百
七
十
八
巻
可
始
レ
自
二
承
暦
二
年
十
月
三
日
吉
日
良
辰
ペ
（
4
法
勝
寺
大
乗
会
表
白
）

○
儒
教
之
起
帰
。
義
深
遠
臭
。
（
3
円
宗
寺
最
勝
法
華
会
表
白
）

○
元
明
天
皇
和
銅
年
中
。
遷
二
皇
都
於
平
城
宮
一
之
後
。
（
7
春
日
御
堂
唯
識
会
表
白
）

ヽ
一
1
．
∨



の
如
く
、
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
先
述
の
よ
う
に
「
1
者
－
也
」
と
い
っ
た
類
型
的
表
現
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
但
し
、
こ
の
表
現
型

の
例
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

○
又
菩
薩
之
発
願
也
。
（
2
竪
義
表
白
）

の
如
く
、
文
末
に
「
也
」
字
を
置
く
も
の
や
、

○
況
亦
濯
頂
者
。
大
日
在
官
成
道
之
軌
儀
。
大
宝
華
王
至
覧
之
台
座
也
。

（
6
尊
勝
寺
濯
頂
表
白
）

の
如
く
、
問
に
対
句
表
現
を
介
し
て
「
－
者
－
也
」
型
表
現
を
と
る
例
な
ど
は
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

傍
字
で
は
、
「
誠
是
」
が
畑
竪
義
表
白
を
除
く
他
の
七
篇
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
「
誠
」
字
は
、
恐
ら
く

副
詞
「
マ
コ
ト
こ
」
の
漢
字
表
記
と
思
わ
れ
る
が
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
の
表
白
で
は
、
先
述
の
如
く
、
主
と
し
て
「
実
」
字
が
こ
の
語
の

表
記
に
供
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

他
、
高
山
寺
本
に
拾
う
こ
と
の
で
き
な
い
例
と
し
て
は
、
「
伏
願
」
（
㈲
㈲
の
㈱
各
一
例
、
計
四
例
）
が
あ
る
。
こ
の
他
は
、
「
方
今
」
・
「
愛
」
・

「
是
以
」
・
「
仰
願
」
・
「
故
」
・
「
因
玄
」
・
「
然
則
」
・
「
然
而
」
等
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
の
表
白
に
お

い
て
使
用
度
の
著
し
く
高
か
っ
た
「
依
之
」
が
逆
に
全
く
見
当
ら
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
「
依
之
」
字
は
、
接
続
詞
「
コ
レ
こ

ヨ
リ
テ
」
の
漢
字
表
記
と
推
定
さ
れ
る
が
、
前
代
の
八
篇
の
表
白
で
は
、
㈲
円
宗
寺
最
勝
法
華
会
表
白
中
の
「
因
玄
」
字
が
こ
の
語
の
表
記

に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
送
句
で
は
、
「
也
」
字
が
、
㈲
に
二
例
、
畑
㈲
∽
㈱
に
各
一
例
、
計
六
例
と
同
様
に
多
く
使
用
さ
れ
、
こ
れ
に
類
す
る
「
者
也
」
字

も
、
Ⅲ
㈲
㈲
間
㈱
に
各
一
例
、
計
五
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て

－
n
＝
＝
』
慧
仔
‖
＝
U
l
l
l
l

O
誠
是
所
未
曽
聴
。
不
可
得
達
者
也
。
（
1
前
中
書
王
村
上
天
皇
供
養
御
筆
法
華
経
間
者
表
白
）

の
如
く
、
上
に
「
誠
是
」
が
冠
せ
ら
れ
る
例
ば
か
り
で
あ
り
、
前
代
の
表
白
の
非
対
句
部
分
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
誠
是
－
者
也
」
型
が
一

（21）

つ
の
特
徴
的
な
表
現
形
式
で
あ
る
と
見
徹
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

む
　
す
　
び

以
上
、
柳
か
疎
略
な
叙
述
に
走
っ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
章
を
、
観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
の
基
準

に
拠
り
な
が
ら
前
代
の
表
白
八
篇
と
比
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
文
体
的
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の

表
白
は
、
漠
文
体
で
対
句
表
現
を
基
調
と
し
て
い
る
点
は
、
前
代
の
文
体
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
対
句

部
分
、
非
対
句
部
分
双
方
に
、
少
な
か
ら
ず
、
前
代
の
表
白
と
は
異
な
っ
た
文
体
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
述

べ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
対
句
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
総
じ
て
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
方
が
前
代
の
も
の
に
比
べ
て

『
作
文
大
鉢
』
の
規
範
か
ら
よ
り
離
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
か
と
思
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
的
特
徴
と
思
し
き
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
時
の

日
本
漢
文
学
作
品
の
中
で
何
処
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
つ
ま
り
、
表
白
文
以
外
の
餅
償
文
の
作
品
に
も
広
く
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
表
白
文
独
自
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
文
体
は
、
果
し
て

真
言
宗
の
僧
達
が
創
始
し
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
表
白
文
体
史
全
体
の
変
容
を
汲
む
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
今
後
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
検
討
を
通
し
て
、
表
白
文
体
史
の
上
で
、
表
白
の
新

し
い
担
い
手
で
あ
っ
た
真
言
宗
の
僧
達
が
果
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

注
（
1
）
　
山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
1
作
文
集
を
中
心
と
し
て
ー
」
三
〇
八
貢
（
山
岸
徳
平
著
作
集
I
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
所
収
、
昭
和
4
6
年
・
有

精
堂
）
。
築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
九
六
八
頁
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
所
収
、
昭
和
5
2
年
・
東
京
大
学



（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）

出
版
会
）
。

注
（
1
）
論
文
九
一
七
・
九
五
五
頁
。

前
掲
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
所
収
。

松
村
明
編
『
日
本
文
法
大
辞
典
』
　
（
昭
和
4
6
年
・
明
治
書
院
）
「
文
体
」
　
（
林
巨
樹
執
筆
）
　
の
規
定
に
基
づ
く
。

築
島
裕
、
注
（
1
）
論
文
九
〇
三
頁
。
但
し
、
印
刷
の
便
を
考
え
て
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
以
下
同
。

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漠
文
学
史
の
研
究
下
』
第
二
十
二
章
第
五
節
八
六
六
貢
（
昭
和
3
6
年
・
明
治
書
院
）
。

小
沢
正
夫
「
作
文
大
体
の
基
礎
的
研
究
」
　
（
愛
知
県
立
女
子
大
学
『
説
林
』
第
十
二
号
、
昭
和
3
8
年
9
月
）
。

小
林
芳
規
「
訓
点
解
説
」
　
（
天
理
図
書
館
善
本
草
書
和
書
之
部
第
五
七
巻
『
平
安
詩
文
残
篇
』
昭
和
5
9
年
・
八
木
書
店
）
。

群
書
類
従
本
『
作
文
大
鉢
』
　
に
、

十
四
字
。

紫
展
殿
之
皇
居
七
廻
画
二
賢
聖
之
障
子
↓
他
。

大
昔
会
之
宝
詐
両
度
腰
二
壷
図
之
屏
風
藷
。

抑
古
賢
何
必
以
二
此
句
〓
疋
二
長
句
一
哉
。
皇
居
之
字
。
宝
詐
之
字
。
為
二
上
旬
終
字
可
若
又
七
廻
字
。
両
度
字
。
錐
レ
為
二
上
旬
之
終
可
巳
是
去

声
。
頗
可
レ
謂
二
雑
隔
句
可
縦
錐
レ
不
レ
得
二
去
声
可
軽
重
疎
密
平
雑
隔
句
。
尚
未
二
必
去
声
可
何
況
今
為
レ
足
二
去
声
可
須
レ
謂
二
雑
隔
句

之
異
名
ペ
偽
所
レ
定
非
レ
無
二
不
審
一
兵
。

合
イ

（10）（11）（12）（13）

と
あ
る
如
く
、
句
の
認
定
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
今
回
は
、
観
智
院
本
を
基
本
資
料
と
し
た
が
、
補
助
的
に
群
書
類
従
本
や
諷
請
願
文
表
白

筆
鉢
（
大
曽
根
章
介
「
『
諷
請
願
文
表
白
筆
鉢
』
に
つ
い
て
」
、
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
第
四
七
号
、
昭
和
5
6
年
3
月
）
等
の
引
用
例
句
を
参
照
し
た
。

又
、
観
智
院
本
の
雑
隔
句
の
説
明
で
下
旬
四
字
上
旬
六
字
の
隔
句
対
を
含
め
て
い
る
が
、
重
隔
句
の
説
明
と
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
は
雑
隔

句
と
認
め
ず
重
隔
句
に
分
類
し
た
。

古
田
敬
一
『
中
国
文
学
祝
抽
対
句
と
対
句
論
』
七
二
貢
（
昭
和
5
7
年
・
風
間
書
房
）
。

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漠
文
学
史
の
研
究
下
』
第
二
十
二
章
第
五
節
八
八
四
貢
。

金
原
理
『
平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』
第
四
章
四
二
一
貫
（
昭
和
5
6
年
・
九
州
大
学
出
版
会
）
。

大
曽
根
章
介
「
漢
文
の
修
辞
－
対
句
に
つ
い
て
－
」
　
（
『
日
本
語
学
』
第
二
巻
第
三
号
、
昭
和
5
8
年
3
月
）
　
で
も
同
様
の
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
1
4
）
　
但
し
、
字
句
の
不
備
あ
り
と
思
わ
れ
る
例
、

象
か
ら
は
ず
す
こ
と
に
し
た
。
又
、
句
末
字
に

句
終
焉
英
字
置
事
。

為
レ
避
レ
声
足
レ
字
置
レ
之
。
或
用
二
贈
句
一

五
〇

観
智
院
本
『
作
文
大
鉢
』
の
分
類
す
る
九
種
類
の
対
句
以
外
の
例
や
句
末
字
に
国
字
を
含
む
例
は
対

「
臭
」
字
・
「
焉
」
字
な
ど
の
送
句
が
く
る
場
合
は
、
群
書
類
従
本
『
作
文
大
鉢
』
　
で
は
、

也
。
焉
字
平
声
也
。
央
字
他
声
也
。

と
す
る
の
に
対
し
て
、
内
閣
文
庫
本
『
文
筆
問
答
紗
』
　
で
は
、

思
ノ
之
動
宣
中
平
也
　
憐
「
盲
1
物
ノ
代
－
序
づ
他
焉

言
ノ
之
形
㌍
ヤ
外
。
他
也
惜
ム
四
運
ノ
環
－
廻
↓
平
臭
巳
上
一
首

・

と
し
て
お
り
、
取
り
扱
い
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
ど
ち
ら
に
従
う
べ
き
か
俄
か
に
決
し
難
い
の
で
、
こ
れ
も
今
回
の
調
査
対
象
か
ら
除

外
し
た
。

（
1
5
）
　
小
沢
正
夫
「
作
文
大
体
注
解
田
」
　
（
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
第
十
九
巻
第
二
号
、
昭
和
5
9
年
7
月
）
で
は
「
『
作
文
大
体
』
の
記
述
体
系
に
従
う
な

ら
ば
、
発
句
と
い
う
よ
り
も
発
字
ま
た
は
発
語
と
い
う
方
が
穏
当
」
　
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

（
1
6
）
　
表
白
文
の
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
に
注
目
し
て
そ
の
文
章
様
式
の
変
遷
を
論
じ
た
も
の
に
、
峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
　
（
高
山

寺
資
料
叢
書
別
巻
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
5
5
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
　
が
あ
る
。

（
1
7
）
　
注
（
1
6
）
論
文
参
照
。

（
1
8
）
　
注
（
1
5
）
論
文
で
は
「
語
例
の
下
に
『
如
二
発
句
一
』
と
注
し
て
あ
る
の
は
、
発
句
と
区
別
し
に
く
い
こ
と
を
本
書
み
ず
か
ら
認
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
と
説
か
れ
る
。
尚
、
発
句
と
傍
字
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
内
閣
文
庫
本
『
文
筆
問
答
紗
』
　
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

傍
句
ノ
鉢

間
傍
－
句
ノ
大
－
鉢
如
－
何
答
相
烹
似
リ
発
句
盲
所
－
謂
ル
（
中
略
）
何
－
況
ヤ
等
ノ
類
也
間
何
－
故
ソ
此
－
等
ヲ
云
一
傍
1
句
宣
答
対

こ

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

一

、
〕
竿
句
言
レ
之
ヲ
於
－
其
ノ
早
々
二
先
ッ
挙
一
窄
句
憲
。
用
一
傍
句
憲
也
傍
ト
者
次
－
傍
ノ
之
義
也

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

－

（
1
9
）
　
築
島
裕
、
注
（
1
）
論
文
九
六
三
頁
以
下
。

（
2
0
）
　
注
（
1
6
）
論
文
参
照
。

（
2
1
）
　
今
回
扱
っ
た
資
料
以
外
に
も
、
三
身
義
表
白
・
三
身
義
表
白
副
被
接
義
（
大
江
匡
房
・
本
朝
文
集
巻
第
五
十
三
所
収
）
、
天
台
大
師
講
番
論
議
綱

表
白
・
観
音
院
濯
頂
乞
戒
導
師
表
白
（
藤
原
敦
光
・
本
朝
文
集
巻
第
五
十
八
所
収
）
　
な
ど
に
こ
の
表
現
形
式
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。



〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
一
〇
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
及
び
第
三
元
回
大
学
院
研
究
発
表
会
で
の
口
頭
発
表
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ

る
。
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
の
席
上
で
は
、
鈴
木
恵
氏
、
原
卓
志
氏
か
ら
、
大
学
院
研
究
発
表
会
の
席
上
で
は
、
稲
賀
敬
二
先
生
、
室
山
敏
昭
先
生
、
原

卓
志
氏
、
田
中
貴
子
氏
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
、
稿
を
成
す
に
当
っ
て
、
佐
々
木
峻
先
生
に
御
助
言
を
賜
っ
た
。
又
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始

暖
か
い
御
指
導
を
賜
っ
た
。
銘
記
し
て
学
恩
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体




